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●入学式　　　　　　●体力測定

●始業式　　　　　　●PTA総会

●新入生　　　　　　●中間考査

オリエンテーション　　●球技大会

●遠足（3年生）

●遠足（1年生）
●期末考査



面責高書尭生について
「ごんぎつね」や「おちいさんのランプ」など、
多くの作品で知られている童話作家・新美南吉（左
写真）は昭和13年から約5年間、安城高校の前身
である安城高等女学校の教員として英語や国語を教
えていました。作文や詩の指導に熱心で、生徒の書
いた作文を丁寧に添削したそうです。
新美南吉の生誕百年に当たる平成25年に、本校の中庭に新美南吉生誕百年記念碑
（右写真）が設置されました。碑には、生徒たちが新美南吉の作品の中から選んだ
『寓話』の一節が刻まれています。
“君達も大きくなると一人一人が薇をしなきゃならない

衆人にならなきゃならない”







「きっとできる　できるまでやる」

学年 蔓科　男女 ��1　年 ���2　年 ���3　年 ���4　年 ���合　計 

男 �女 �計 �男 �女 �計 �男 �女 �計 �男 �女　　計 ��男， �女 �計 

全 日 制 �普　　通 �131 �109 �240 �130 �107 �237 �122 �110 �232 � � �／ �383 �326 �709 

生活文化 �／ �80 �80 �／ �79 �79 �／ �80 �80 � �／ � �／ �239 �239 

合　　計 �131 �189 �320 �130 �186 �316 �122 �190 �312 �／ � � �383 �565 �948 

竃 制 �普　　通 �20 �11 �31 �21 �9 �30 �11 �6 �17 �12 �3 �15 �64 �29 �93 

（平成30年4月現在）

◎普通科
1年では生徒個々の基礎学力の定着と伸長を図り、2年からは、文系、理系のコースに分かれて重点教科の学力
アップを目指します。3年では、進路を考えて教科を越えた選択履修ができるようになっています。

◎生活文化科

1年では将来の進路決定の基となる科目を中心に学び、2年からは興味・関心・進路に応じて科目を選択して専
門性を深めます。特に、3年では、外部講師を招いた授業や、自分のテーマで自主的に研究をする授業もありま
す。また、資格取得を目指して技能習得に努めると同時に、進学に必要な普通科目を選択することもできます。

◎普通科

臼田
国語総合
5

鵬償済数学Ⅰ数学Ⅰ数学A物理基礎　体育　保健硝Ⅰ2コミュ二トシ］ン矧英語表現Ⅰ家庭基礎社会と朋日給HR
2　　2　　2　　2　　2　　2　1美酎2　　3　　　　3　　　2　　2　11

現管B　古管B　≡慧三讐数写Ⅱ数苦B化警堤生警礎讐讐コミ彗瀾英語雪現Ⅱ円R

現代文B古典B日本史A2倫理数学Ⅰ数学Ⅱ　数学B　化学基礎化学生物基礎物理2　体育　保健コミュ二トシ］ン英削英語表現Ⅰ鮎HR

現管B　古菅B　還三整詔書芸冨…諾…化警礎生背磋讐］ミュニケ宣ヨン英語…悪書現Ⅱ円R

現代文B古典B世界史A倫理　数学Ⅱ　数学応用D　　化学　　物理4　　体育］ミュ二トシ］ン榊英語表現Ⅰ齢HR
2　　2　　2　1　　3　　　　3　　　　　4　　　　生物4　　　　3　　　　3　　　　3　　11

3年生文系の地歴科A科巨引よ世界史Bを選択した者は日本史Aもしくは地理Aから1科目を、日本史B及び地理Bを選択した者は世界史Aを選択

◎生活文化科

国語総合　現代社会　数学Ⅰ　化学基礎　体育　保健］ミュニケーシ〕ン塩Ⅰ　家庭総合　生活産業鍾生活産業闘77㈲損匿フードデザ骨　生活文化　HR

4　　　　2　　　　3　　　　2　　　2　1　　3　　　　　4　　　　2　　　2　　　2　　　2　　　2　1

現代文B　世界史A数学A生物基礎　体育　保健美術Ⅰ］ミュニケーシ鳩目どもの税関柚］ン淵ファッションデザイン5フードデザイン課題研究　※　HR
3　　　2　　2　　2　　2　1　2　　　3　　　2　　2　　　調理5　　　2　1　2　1

ファッション造形4　ファッションデザイン3

現代文B　田硬A　数学卵A科学と基局蛸　体育：ミュ：埋蘭英語垂現Ⅰ　調理4　栄養3
4　　　　　2　　　2　　　2　　　　3　　　　2　　　2

音楽Ⅰ2　子ども文化3　生活と福祉2

消費生活リピン好机課題研究　HR
3　　　　2　　　2　1

※は匡i語表現、生活産業情報、生活文化から選択

基本的な生活習慣の確立を図り、心豊かでマナーのある人間の育成をめざします。
特に、遅刻防止、交通安全、頭髪・服装を中心に日常生活の中で生徒の自立を促すよう指導しています。



生徒の進路希望実現のため、能力・個性・適性に応じた適切な指導を行い、学力の向上を図るとともに、将来、
人間性豊かな社会人として通用し、貢献できる資質を養うことに努めています。
そのため、生徒に自己の進路を早期に設定させ、その達成に全力を尽くすことができるように、進路LT・面
接・大学講座を通して進路に対する意識の高揚を図っています。
各学年ともに、補習・個別指導・課題テスト・校外模試・集中学習・学習合宿等を行い、実力の向上を目指して
います。1・2年次では早朝課題テストを実施し、基礎学力の定着と家庭学習の習慣化を図っています。

国公立大学合格数　全日制のみ、（）は過年度卒内数

大　　学　　名 �29年度 �28年度 �27年度 

名　古　屋　工　業　大　学 � �2 �2 

愛　知　教　育　大　学 �2 �4 �6 

愛　知　県　立　大　学 �2 �4（1） �1 

名　古　屋　市　立　大　学 �1 � � 

岐　　　阜　　　大　　　学 �2（1） �1 �1 

三　　　重　　　大　　　学 �2 � �2 

三　重　県　立　看　護　大　学 � � �2 

静　　　岡　　　大　　　学 �4 �5 �6 

静　岡　文　化　芸　術　大　学 �2（1） �1 �3 

秋　　　田　　　大　　　学 �4 � �1 

秋　田　県　立　大　学 �2 � �1 

山　　　形　　　大　　　学 �2 �1 �4 

会　　　津　　　大　　　学 �2 � � 

宇　　都　　宮　　大　　学 � �1 � 

筑　　　波　　　大　　　学 � �1 � 

干葉県立保健医療大学 � � �1 

高　崎　経　済　大　学 � �1 � 

埼　　　玉　　　大　　　学 �1（1） �1 � 

横　浜　市　立　大　学 � �1 � 

上　越　教　育　大，学 � �1 � 

富　　　山　　　大　　　学 �1 �4 �1 

富　山　県　立　大　学 �1 � �1 

金　　　沢　　　大　　　学 � � �1（1） 

金　澤　美　術　工　芸　大　学 �1（1） � � 

石　川　県　立　大　学 � � �1 

福　　　井　　　大　　　学 �1 �3（1） �1 

山　　　梨　　　大　　　学 � �2 � 

信　　　州　　　大　　　学 �1 �2 �1 

長　　　野　　　大　　　学 �2 � � 

滋　　　賀　　　大　　　学 � �1 � 

奈　良　女　子　大　学 � �1 � 

京　　　都　　　大　　　学 � � �1 

京　都　府　立　大　学 � �1 � 

福　知　山　公　立　大　学 � �3 � 

大　　　阪　　　大　　　学 � �1 � 

兵　庫　県　立　大　学 � �2 � 

岡　　　山　　　大　　　学 �1 � � 

鳥　　　取　　　大　　　学 � �1 �4 

島　　　根　　　大　　　学 � �1 � 

尾　道　市　立　大　学 � �1 � 

山　　　口　　　大　　　学 � �1 � 

下　関　市　立　大　学 � �1 � 

徳　　　島　　　大　　　学 � �1 � 

高　知　工　科　大　学 �1 �2 �4 

北　九　州　市　立　大　学 �1 � � 

福　岡　教　育　大　学 � �1 � 

大　　　分　　　大　　　学 �1 � � 

鹿　　児　　島　　大　　学 � � �2 

琉　　　球　　　大　　　学 �1 �1 � 

名　　　桜　　　大　　　学 � �1 � 

合　　　　　計 �38（4） �55（2） �47（1） 

主要私立大学合格数　　全日制のみ、（）は過年度卒内数

大　　学　　名 �29年度 �28年度 �27年度 

明　　　治　　　大　　　学 � �2 �1（1） 

看　山　学　院　大　学 � � �1 

立　　　教　　　大　　　学 � �2 � 

法　　　政　　　大　　　学 � � �1 

日　　　本　　　大　　　学 � � �1（1） 

関　西　学　院　大　学 � � �1（1） 

同　　志　　社　　大　　学 �1 �1 �2（1） 

立　　命　　館　　大　　学 �12 �4 �7 

関　　　西　　　大　　　学 �1（1） � � 

愛　　　知　　　大　　　学 �19 �51 �57 

愛　矢口　学　院　大　学 �32（2） �42 �38 

愛　知　学　泉　大　学 �6 �8 �5 

愛　知　工　業　大　学 �52（2） �42 �37 

愛　知　淑　徳　大　学 �30（1） �51 �54（6） 

桜　花　学　園　大　学 �1 �2 �5 

岡　崎　女　子　大　学 �4 � �8 

金　城　学　院　大　学 �15（1） �19 �6 

椙　山　女　学　園　大　学 �8 �27 �19 

中　　　京　　　大　　　学 �44 �36 �99 

中　　　部　　　大　　　学 �46（1） �38 �38（1） 

名　古　屋　外　国　語　大　学 �5 � �11 

名　古　屋　女　子　大　学 �18 �10 �34 

名　古　屋　芸　術　大　学 �2 �2 �7 

南　　　山　　　大　　　学 �8 �24 �42（5） 

藤　田　保　健　衛　生　大　学 �1 � �3 

名　　　城　　　大　　　学 �55（10） �47（1） �52 

そ　　　　　の　　　　　他 �197（2） �168 �156（3） 

合　　　　　計 �557（20） �576（1） �684（19） 

主要大学短大合格数　　全日制のみ、（）は過年度牢内数

大　　学　　名 �29年度 �28年度 �27年度 

岐阜市立女子短期大学 � � �1 

静　岡　県　立　短　期　大　学 � � �2 

三　重　短　期　大　学 � � �1 

愛矢口大学短期大学部 �3 �2 �2 

愛　知　学　泉　短　期　大　学 �5 �2 �4 

愛知文教女子短期大学 �1 �2 � 

岡　崎　女　子　短　期　大　学 �10 �8 �13 

至学館大学短期大学部 � �1 � 

豊橋創造大学短期大学部 �2 � � 

名　古　屋　短　期　大　学 �6 �7 �11 

名古屋文理大学短期大学部 �2 �1 �1 

名古屋女子大学短期大学部 �4 �3 �8 

そ　　　　　の　　　　　他 �4 �1 �9 

合　　　　　計 �37 �27 �52 

進　路　先　種　別 �29年度 �28年度 �27年度 

四　　年　　制　　大　　学 �187 �198 �205 

短　　　期　　　大　　　学 �7 �2 �11 

看　護　専　門　学　校 �9 �4 �4 

専門学校（看護を除く） �12 �8 �7 

就　　　　　　　　　　　職 �2 �1 �1 

そ　の　他　家　事　従　事　含 �17 �18 �9 

生活文化科進路状況

進　路　先　種　別 �29年度 �28年度 �27年度 

四　　年　　制　　大　　学 �15 �17 �15 

短　　　期　　　大　　　学 �22 �19 �24 

看　護　専　門　学　校 �6 �8 �4 

専門学校（看護を除く） �29 �26 �28 

就　　　　　　　　　　　職 �9 �5 �8 

そ　の　他　家　事　従　事　含 �0 �0 �0 

⑳



安高を巣立った卒業生より

部活動の仲間

地方公務員　愛知県警察

勿　　　　普通科小林　春香

私にとって1番の思い出は部活動です。私は、ハンドボー
ル部に所属していました。振り返ってまず思い浮ぶのは、仲
間の存在です。ハンドボール部は皆が個性豊かで、ずっと笑
っていられました。嬉しいときや楽しいときは、一緒になっ

て大きな声で喜んだり、悔しいときや幸いときは、涙を流し
ている人のそばに一緒に屠たり‥・時には激しく衝突したり
もしました。でも、いつも同じ感情や時間を共有で
が、大切な思い出です。部員全員が同じ考えを持ち、同じ方
向を向いて一致団結することで、想像以上の力を発揮できる
ことも学びました。私は、ハンドボール部の仲間が大好きで
す。そして、感謝の気持ちでいっぱいです。私にとってこの
仲間たちと出会えたことが、最高の財産になりました。

（安城・篠目中学出身）

生徒会活動を通して

きたこと
．同じ方

中部ファッション専門学校
ファッション学科

独　　　生活文化科国鳥　悠里

私は1年生の後期から1年半、生徒会役員として主に学校
行事の運営に携わってきました。特に思い出深いのは安高祭
です。他の役員や先生方と何度も話し合い、少しずつ完成さ
せていきました。2日目の体育祭の最後、全校生徒で肩を組
んで校歌を歌っている時、安高祭が無事成功し、盛り上がっ
たことを実感しました。とても感動したことを今でも鮮明に
覚えています。
その他にも、球技大会や三年生を送る会など生徒会が主体
となって動く行事は、役員同士の協力や、先生方や生徒の皆
との連携がとても重要です。忙しい毎日の中で、満足のいく
ものを作り上げていくために過ごした日々は、私を何よりも
成長させてくれました。生徒会をやって、本当に良かったで
す。　　　　　　　　　　　　　（安城・安城北中学出身）

高校生活を通して

静岡大学
工学部電気電子工学科

普通科　鶴田　覚士

僕が3年間で学んだことは、何事にも真面目に取り組むこ
との大切さです。入学当初、僕は勉強があまり得意ではなか
ったので、まずは日々の授業や課題に対して真撃に取り組み
ました。高校生になると授業の内容は難しくなり、課題の量
も増え、ついていくだけで精一杯でした。でも、努力を重ね
ていく内に成績が少しずつ上がるようになり、とても嬉しく
なったことを覚えています。また、同時に勉強が習慣とな
り、受験勉強への土台作りができ、そのまま第一志望に合格
できました。安城高校の先生方は、授業や補習を通して熱心
に指導して下さりました。親身になって、時に厳しく、時に
優しく、相談にのって頂きました。本当に感謝しています。
皆さんが安城高校でよい高校生活を送ることを、応援してい
ます。　　　　　　　　　　　（安城・安城西中学出身）

◎

積み重ねの大切さ

名古屋学芸大学
メディア造形学部　ファッション造形学科

独　　　生活文化科加藤香澄

私は幼い頃からもの作りが大好きで、もっと詳しく学びた
いと思い、生活文化科に入学しました。当初は本当に基本的
な内容で、まだ余裕がありました。しかし、日を重ねていく
内に授業内容は濃くなり、検定や課選も増え、苦しいと思う
日が増えていきました。ですが、学校へ行けば親切・丁寧に
教えて下さる先生方や、くだらないことをして笑い合える友
達がいて、そうした生活を乗り切ることができました。ま
た、最初は大嫌いだった課題も、受験・コンテストの時にな
って初めて、とても役立つことに気がつきました。今まで教
わってきたことがヒントになったのです。今振り返ってみる
と、3年間で学んだことに無駄なことは一つもありませんで
した。これからも、日々の積み重ねを忘れず、励んでいきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　（安城・東山中学出身）

後悔しないためにできること

愛知教育大学
特別支援専門職養成課程心理コース

6才　　　　　普通科金本　芙月

進路の話になる度、私は憂鬱でした。自分は何を学び、何
になりたいのか。漠然と高校生活を送っていた私は、節目の
選択の度に熟が出そうなほど悩んでいたのです。だからこ
そ、その時できることはすべてに全力で取り組みました。行
く先が固まったときに、可能性が無いことを恐れたからで
す。そのおかげで、最終的には後悔のない進路に進むことが
できました。進路選択で悩むのは当然のことで、誰もが早く
から進路を決めておけるとは限りません。忙しい高校生活の
中では、今やるべきことをこなすだけでも精一杯です。そん
な環境だからこそ、今自分ができることに手を抜かないこ
と、与えられた課題や授業を本気でこなすことが大切だった
のだと、今になって思います。その積み重ねが、必ず未来で
自分の武器になってくれます。　（安城・安城北中学出身）

学校案内図
JR安城駅から
・名鉄バス約15分（安城更生病院行・昭林公園乗、図（D下車、徒歩10分）
・市の循葦買ハスで15分（総合福祉センター、図②下車、徒歩5分）
・徒歩約30分

名鉄西尾線南安城駅から
・徒歩約30分

〒446－0046　愛知県安城市赤松町大北103

TEL〔0566〕76－6218

h††p：／／www．Qnjo－h．qichi－C．ed．jp／


